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未来への贈り物
岐阜・岩本　花菜
　
ちょっとした言葉や態度でも人を深く傷つけることがある、誰もがわかっていると思います。だけど、つい言ってしまったり、やってしまったりすることがあります。私にも最近、こんなことがありました。それは私が部屋で勉強していた時のことです。妹が部屋に入ってきて話し始めました。うっとおしく感じた私は、妹が何を話そうとしていたのかわからないのに、「勉強の邪魔しないで。あっち行って。」ときつく言ってしまいました。

他にもあります。教室で係として提出物を集めていた時のことです。ある仲間が「今日も忘れちゃった。ごめん、明日はちゃんと持ってくるね。」と伝えに来てくれました。正直に伝えに来てくれたのに、私は「今日も。いい加減に出してよ。」ときつく言ってしまいました。しばらくして、その人は他の提出物を出していない仲間に「早く出して。」と呼びかけをしてしまいました。私は口にはしませんでしたが、心の中で「それは自分もでしょう。」と思ってしまいました。

今、この二つの出来事について考えてみると、あの時なぜあんなふうに言ってしまったのだろうと後悔しています。妹は何か私に聞いてほしくてたまらなかったのかもしれません。クラスの仲間は本当に反省し、明日こそはと、自分を変える決意をしていたのかもしれません。提出物を集める私のことを気遣って、呼びかけをしてくれたのかもしれません。私は自分が気づかないうちに、周りの人に悲しい思いをさせたり、意欲を失わせたりしていたのだと思います。

人の話を最後まで聞いてあげないこと、人のやる気を失わせる態度をとること、人の言葉を信じてあげられないこと、これらは人を大切にしない行為です。こうしたちょっとした言葉や態度がいじめを見逃したり、人を粗末にしたりする雰囲気を作ってしまうのだと思います。

いじめを受けていると感じる人たちは、そんな雰囲気の中で孤独を感じ苦しんでいるのだと思います。「自分で解決する強さが必要だ。」とか、「自分で解決しようと思わなければいじめは解決できない。」などという言葉を聞きます。でも一番苦しんでいるのは当事者です。一番心が弱っている当事者が問題を解決するのは無理です。一番弱い立場の人に周りの人たちが寄り添うこと、人を粗末にする空気を作らないこと、それがいじめを受けている人を助けるために必要なことだと思います。

弱い立場にいる人たちは他にもみえます。犯罪を犯してしまった人も実際は弱い立場にいるのではないかと思います。犯罪を犯した人の中には、服役後、社会に復帰できるように家族や保護司の方がどれだけ力を尽くしても、再び罪を犯してしまう人がいるそうです。その人たちも、周りの冷たい言葉や冷たい態度を受けるばかりで、大切にされているという実感がないのだと思います。「悪いことをしたのだから仕方がない。」とか「反省しているならばそれくらい我慢しろ。」などと考える人もいるでしょう。でも、この方たちは本当に辛い立場にいると思います。自分のことを理解し、社会復帰に向けて支えてくれる人が限られているからです。その方たちは、きっと見捨てられた、と感じていると思います。どんなに反省しても非難され、避けられて、言い訳ができない立場にいます。この方たちが立ち直るためには、やはり周りの人たちの力が必要なのだと思います。

私は足の手術で入院したことがあります。退院して学校へ戻った時、クラスの仲間は私のことを気遣ってくれました。教室を移動する時に「一緒に行こう。」と声をかけてもらった時は本当に嬉しかったです。速く歩けない私でしたが、その私に合わせて一緒に歩いてくれる人がいる、本当に心強く感じました。

「一緒に行こう。」、嬉しかったこの言葉を私も誰かにパスしたい。私は、この言葉は社会を明るくする力になると思っています。

人間社会の中で傷ついた心は、人間社会の中でしか癒やされることはないと思います。だからこそ当事者だけでなく、周りの力が必要なのです。誰もが一緒に生きていると実感できる社会、それこそが明るい社会と言えるのではないでしょうか。

「一緒に行こう。」「一緒にやろう。」「一緒に歩こう。」、温かい思いがこもったこの言葉があふれる社会を築かなくてはならないと思います。そして、未来へパスしなければならないと思います。
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